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エグゼクティブサマリ
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第1四半期売上⾼は前年同期⽐＋11.7%と⼆桁成⻑、全てのサービスにおいて増収。
営業利益は成⻑に向けた戦略的投資の影響で減益。

527百万円 前年同期⽐ + 11.7％売上⾼

144百万円

▲27百万円 前年同期⽐ ▲ 87百万円営業利益

▲36百万円 前年同期⽐ ▲ 98百万円四半期純利益

308百万円74百万円

サービス別売上⾼

第1四半期業績（連結）

※ EBITDA = 営業利益＋償却費＋のれん償却費＋株式関連取得費⽤(仲介費⽤等)
※ 2024年5⽉期 第3四半期より連結決算へ移⾏しており、前年同期⽐の前年の業績は単体にて算出

15百万円EBITDA 前年同期⽐ ▲ 49百万円

エグゼクティブサマリ

…etc …etc

①AI/DXリスキリング事業 ②AI/DXプロダクト事業 ③AI/DXソリューション事業
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527 百万円

-20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

売上⾼は前年同期⽐⼆桁成⻑で進捗。実運⽤フェーズに⼊った案件も増加しており、
⼀時的な受注時期ズレなどがあるものの概ね進捗通り。

5

通期業績予想に対する進捗（連結）

進捗率 19.5%

通期予想

2,700百万円

300百万円

売上⾼

527百万円

EBITDA

15百万円

営業利益

▲ 27百万円

406百万円

売上⾼

EBITDA

営業利益 ▲27 百万円

進捗率 3.9%15 百万円
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2025年5⽉期第1四半期決算概要
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2025年5⽉期 事業⽅針など
2025年5⽉期 事業⽅針

7

• 事業機会を捉え、トップラインの成⻑を最優先（前期⽐+27%成⻑）させることに注⼒するため、既存事業のクロスセル強化と新規獲
得、さらにM&A戦略を積極的に実⾏し、既存事業と新規事業の推進⼒を⾼める

• 旺盛な⽣成AIのニーズを確実に捉えるべく、⽣成AI技術の開発および関連ソリューションの強化に向けた積極的な技術投資を実⾏。⽣
成AIを活⽤したサービスの提供を加速させ、企業のDX推進や業務効率化を⽀援するソリューションを強化することで、成⻑市場への
対応を図る

• SIer/コンサルに次ぐ第三極のAI-Drivenでスタートアップ流のソフトウェア開発を⾏うIT企業グループの確⽴を⽬指す

第1四半期の総括
• 売上⾼は前年同期⽐⼆桁成⻑で進捗。実運⽤フェーズに⼊った案件も増

加しており、⼀時的な受注時期ズレなどがあるものの概ね進捗通り
• 営業損失はM&A株式取得費⽤など、当初計画通りの投資を実⾏（合計75

百万円）しており 、営業損失は想定通りほぼ±０での着地

売上⾼ 527百万円
前年同期⽐＋11.7%

営業損失 ▲27百万円
前年同期⽐ ▲ 87百万円

※ FY24/5通期決算説明資料で発表した１Q投資内容：⼈材の採⽤費⽤32百万円、まぼろし社株式取得費⽤28百万円、⼤規模マーケティングイベント費⽤15百万円

第2四半期以降の⽅向性

• 成⻑投資を実⾏しつつ、売上⾼向上に向けて各種施策を講じる
• ⽣成 AI を軸としたソリューションを顧客企業に訴求しながら事業を拡⼤していく

継続的なクロスセルの提案、
⽣成AI研修を積極的に展開

新規および既存のパイプラインの構
築過程で、各企業の⽣成AIに対する

ニーズを把握し、提案

①AI/DXリスキリング事業 ②AI/DXプロダクト事業 ③AI/DXソリューション事業

⽣成AI活⽤講座等の拡充と開発、
キャリア⽀援拡充の準備
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今後の⾒通し

第2四半期以降の⾒通し

技術戦略
• ⾮エンジニア向けのLLMやDev AIに関するコンテンツを提供
• ソフトウェアエンジニアをアーキテクトに育成するコンテンツを展開
• LLM関連の案件受託体制を構築
• Dev AI※を活⽤しグループ全体の⽣産性向上と利益拡⼤を⽬指す
• AI-SaaS プロダクト開発

⼈事戦略

• FY24/5通期決算説明資料に掲載の「⼈材の採⽤費⽤」32百万円について予定通り消化。幹部級の採⽤により、組織体制を強化
• まぼろし社M&Aによりフロントエンドに特化したエンジニア7名を確保。当社で⼿薄となる領域のエンジニア確保により、AI/DXソ

リューション事業において受注案件の拡充が期待される

8

※ソフトウェア開発に活⽤できる AI ツールのことを指す、アイデミー社内で使われる造語でソースコードの⽣成だけでなく、デザイン、要件定義などのドキュメント、テストケース作成なども含む

• ⾶躍的成⻑に向けて強固な組織体制の構築が最優先事項
• 継続的に強固な組織体制の構築や技術への投資を継続していく
• 2025年5⽉期前期は種まきから仕込みの時期と位置付け、来期以降の刈り取りに向け組織成⻑に注⼒する
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60
7

-19
48

-32

-28

-15 -27

24/5期1Q 売上総利益の増加 販管費の増加 営業利益
（成⻑投資除く）

⼈材採⽤費⽤ まぼろし社
株式取得費⽤

⼤型マーケティング
イベント費⽤

25/5期1Q

9

成⻑投資を除いた場合の営業利益は48百万円で、利益率は9.1％を堅持し安定した収益性を維持
営業利益増減分析

成⻑投資 75百万円

成⻑投資を除いた場合の
営業利益は48百万円
営業利益率は9.1%

※⼤規模マーケティングイベント※24/5期は第2四半期に実施

（単位：百万円）

⾶躍成⻑のための
強固な組織体制の構築が最優先事項

営業
利益率
12.9%

営業
利益率
9.1%
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2025年5⽉期 第1四半期 投資内容

まぼろし社株式取得費⽤
28 百万円

第1四半期の⼀時的な投資

⼈材の採⽤費⽤
32 百万円

⼤規模マーケティングイベント
15 百万円

※24/5期は第2四半期に実施

③ AI/DXソリューション事業の成⻑
最新の技術⼒を持つエンジニアチームの取り込み

その後の成⻑⾒込

③AI/DXソリューション事業の成⻑
データサイエンティストや営業⼈材の採⽤

②AI/DXプロダクト事業と
③ AI/DXソリューション事業の成⻑

エンタープライズ顧客との営業提案機会の創出

「AI/DXソリューション事業」の成⻑加速を⽬指し、当該領域への投資を実施

チームの拡⼤

チームの拡⼤

営業機会の
創出

再掲
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第1四半期会計期間の売上⾼は全サービスで前年同期⽐増収を達成

売上⾼ 推移（連結ベース）

サービス別売上⾼推移

63 74

291 
308

116 

144

24/5期
1Q(単体)

25/5期
1Q(連結)

AI/DXソリューションへのドアノッ
クとしても需要は堅調に推移し、⽣
成AI関連の教育ニーズも⾼まり成⻑

②AI/DXプロダクト

受注時期の後ろ倒し案件の影響を受
けつつも、 AI/DXの伴⾛型⽀援ニ
ーズが⾼まり、⼀定の成⻑を実現

③AI/DXソリューション

ニーズを捉えたプロダクトラインナ
ップの拡充に注⼒し前年同期⽐で成
⻑

①AI/DXリスキリング

472

527

+55 
(+11.7%)

（単位：百万円）

＋17.5%

+ 24.1%

+5.8%

前年同期⽐

前年同期⽐

前年同期⽐
売上⾼

5.27億円
（25/5期 1Q）

②AI/DX ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ

58.5%

③AI/DX ｿﾘｭｰｼｮﾝ

27.4%

①AI/DX ﾘｽｷﾘﾝｸﾞ

14.1%

サービス別売上⾼構成⽐
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64.1%
74.5% 76.2% 77.1% 78.0% 76.7% 73.3% 69.9% 71.5% 70.9% 74.1%

65.0% 64.2%

151

207 219

273
310 326

298 304
336

415
393

345 338

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

12

売上総利益は前年同期⽐で微増し堅調に着地。営業利益は⼈材採⽤、M&A、⼤型イベントへの
積極的な投資により、▲27百万円の着地

売上総利益 営業利益 四半期推移

-114

46 37
18

59

31

58

88

60

136

64

32

▲27

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

売上総利益・売上総利益率 推移 営業利益・営業利益率 推移

22/5期 23/5期22/5期 23/5期

16.7% 13.1% 5.3% 15.0% 7.3% 14.3% 20.4% 12.9% 23.3% 12.2% 6.1% ▲5.2%

24/5期 24/5期

▲87

単体 連結 単体 連結

+2 (+0.6%)

（単位：百万円）

25/5期 25/5期
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成⻑を⽀える３つのAIサービスポートフォリオ

①AI/DXリスキリング事業

25/5期 第1四半期
売上構成⽐

14.1 %

個⼈の⾃⼰実現に寄り添いながら、
AIを実装するスキルを⾝につけ、
個⼈のキャリアアップを応援する
事業

個⼈向け事業

②AI/DXプロダクト事業 ③AI/DXソリューション事業

企業のAI活⽤を中⼼とした新たな
変⾰を⽀援するため、オンライン
で学習できるプロダクトなどを提
供する事業

AIを中⼼としたプロダクトの開
発・実装のため、顧客に伴⾛しな
がら企業のデジタル変⾰を提供す
る事業

エンタープライズ法⼈向け事業

25/5期 第1四半期
売上構成⽐

58.5 %

25/5期 第1四半期
売上構成⽐

27.4 %
※ ③AI/DXソリューション事業の図中に掲載の「fact-real」および「まぼろし」は、該当事業に属する⼦会社の社名
※ ファクトリアル社は24/5期第4四半期より業績取込。まぼろし社の業績取込は25/5期第2四半期からを予定

2025年5⽉期 第1四半期 サービス別業績推移
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AI/DXリスキリング事業の取り組みの概要は以下の通り

個⼈の⾃⼰実現に寄り添いながら、
AIを実装するスキルを⾝につけ、
個⼈のキャリアアップを応援する
事業

個⼈向け事業

l 既存のプロダクトに加え、⽣成AIを活⽤するプロダクトなど、
新たな顧客を獲得するためのラインナップの拡充に注⼒し、
「⽣成AI活⽤塾」を2024年10⽉に新規開講

l 中⻑期的なキャリア形成を⽬指す⼈を対象に、強みの棚卸し
やキャリアゴールの確認など キャリアプランニングにおける
サポートを強化

第1四半期での取り組み ピックアップ

①AI/DXリスキリング事業

①AI/DXリスキリング事業2025年5⽉期 第1四半期 サービス別取り組み
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AI/DXプロダクト事業の取り組みの概要は以下の通り

l Aidemy Grand Summit（⼤規模マーケティングイベント）開
催。旺盛な⽣成AIを活⽤した研修ニーズなどを確認しており、
既存顧客の新規案件の商談が進⾏中

l Aidemy Business受講終了の既存顧客に対して、Aidemy
PracticeやModeloyへのアップセル、クロスセル提案強化。
その結果、⼤⼿⾃動⾞メーカーにおいてLTVが⼤幅に成⻑

l ⼀⽅、e-learningサービスの導⼊が⼀巡し、競合プロダクト
も増加しており、Aidemy Business等のオンライン学習サー
ビスは厳しい市場環境が続く⾒込み

第1四半期での取り組み ピックアップ

②AI/DXプロダクト事業

法⼈向け事業

企業のAI活⽤を中⼼とした新たな
変⾰を⽀援するため。オンライン
で学習できるプロダクトなどを提
供する事業

②AI/DXプロダクト事業

2025年5⽉期 第1四半期 サービス別取り組み
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AI/DXソリューション事業の取り組みの概要は以下の通り

法⼈向け事業

AIを中⼼としたプロダクトの開
発・実装のため、顧客に伴⾛しな
がら企業のデジタル変⾰の成功体
験を提供する事業

③AI/DXソリューション事業

③AI/DXソリューション事業

第1四半期での取り組み ピックアップ

2025年5⽉期 第1四半期 サービス別取り組み

l ⽣成AI/RAG※1開発の案件の引き合いが⼤幅に増加し、⽣成AI
関連案件のデリバリー体制を拡充

l PoCにとどまらずDXの現場実装までを推進する案件が増加、
グループ会社との協業を加速させてデリバリー体制を強化

l ⼈材育成を推進していた既存顧客がDX実案件推進フェーズへ
と進んでいる背景から顧客との信頼関係構築にも注⼒しなが
ら既存顧客のLTV拡⼤に注⼒

l Dev AI※2の積極活⽤でグループ全体の⽣産性を引き上げ、利
益拡⼤を図る

※ ③AI/DXソリューション事業の図中に掲載の「fact-real」および「まぼろし」は、該当事業に属する⼦会社の社名
※1  RAG（Retrieval Augmented Generation）は、⾮構造データを効果的に活⽤し、LLMが企業内のナレッジをもとに適切な回答を⽣成する技術
※2 ソフトウェア開発に活⽤できる AI ツールのことを指す。アイデミー社内で使われる造語でソースコードの⽣成だけでなく、デザイン、要件定義などのドキュメント、テストケース作成なども含む
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※ ③AI/DXソリューション事業の図中に掲載の「fact-real」および「まぼろし」は、該当事業に属する⼦会社の社名

l エンタープライズ企業の⼤型Webサイトの構築・運⽤実績、
新規事業やベンチャー企業のDXパートナーとして、継続的に
改善活動を実施

l 当社のAI/DXソリューションにおいて、既に1年以上にわたり
⼀部案件の委託実績があり、当社からの紹介案件がファクト
リアル社の売上の34％ （24年6⽉現在）を占める

l ファクトリアル社の⼈⽉単価の向上に寄与

第1四半期での取り組み ピックアップ

l 2024年6⽉25⽇付でエンタープライズ企業のWebサイトやス
マートフォンサイトの制作・実装等のまぼろしを⼦会社化し、
PMIを進⾏中。第1四半期は適切な経営基盤を構築することに
注⼒し、第2四半期以降の貢献を⽬指す

2025年5⽉期 第1四半期 サービス別取り組み ③AI/DXソリューション事業

法⼈向け事業

AIを中⼼としたプロダクトの開
発・実装のため、顧客に伴⾛しな
がら企業のデジタル変⾰の成功体
験を提供する事業

③AI/DXソリューション事業

AI/DXソリューション事業の取り組みの概要は以下の通り
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対応策

18

⻑期継続顧客数は25/5期1Q末で減少、契約終了までのクロスセルを強化することで
⻑期継続顧客数を増加させる予定

⻑期継続顧客数の推移

（単位：社）12ヶ⽉以上の契約顧客＝⻑期継続顧客数※

※ ⻑期継続顧客数は、法⼈向け売上⾼のうち、4四半期以上連続で売上⾼を計上している企業の数

AI/デジタル教育が⼀巡し、
契約終了した企業が⼀定発⽣

営業体制を再構築し、各クライアントと
の距離を縮める営業に注⼒
⽣成AIを軸としたソリューション提案を
実施し、クロスセル機会を創出

55 
64 

78 
84 87 

94 

111 
118 122 123 

138 
144 

132 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
22/5期 23/5期 25/5期24/5期

⻑期継続顧客数減少の要因

1

2

⼤型契約顧客への誘導に注⼒
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236
277 287

354
398

425 407
435

472

585

531 531 527

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
22/5期 23/5期 24/5期 25/5期
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第1四半期会計期間の売上⾼は季節変動の影響があるものの、前年同期⽐増収
売上1,000万円以上の顧客社数は順調に増加

売上⾼と売上1,000万円以上の顧客社数推移

単体 連結

+55 (11.7%)

■ 売上⾼（単位：百万円）
売上1,000万円以上の顧客社数（単位：-社）

０社

2社

5社

6社
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9 9 9 9 9 9 9 10 11 16 20 20 16

24 24 27 25 27 33 36 37 39 35
43 44

42
19 19 17 20 23

25
31 32

36 37

60 59 75

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

22/5期 23/5期 24/5期 25/5期

テクノロジー ビジネス コーポレート

20

幹部級の採⽤実施により、組織体制を強化
まぼろし社M&Aによりフロントエンドに特化したエンジニアも確保、
AI/DXソリューション事業において受注案件の拡充が期待される

従業員（正社員）数の推移

テクノロジー：
エンジニア、データサイエンス、コンテンツ制
作、コンサルティングにかかる⼈員

52 52 53
59

54

67
76 79

86 88

（単位：⼈）

123

ビジネス：
セールス、カスタマーサポート⼈員

※ 24/5期 3Qからファクトリアルのテクノロジー、ビジネス、コーポレートの⼈員を合算
※ 25/5期 1Qからまぼろしのテクノロジー⼈員を合算
※ 2024年6⽉1⽇付けの組織変更実施に伴い⼀部⼈員の移動が発⽣

連結開始※

123
133
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2025年5⽉期 業績予想

21
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⽅針・戦略

22

2025年5⽉期 業績予想

24/5期 25/5期 予想 前期⽐

（単位：百万円） 額 率 額 率 額 率

売上⾼ 2,119 - 2,700 - +581 +27.4%

EBITDA 328 15.5% 406 15.0% +78 +23.8%

営業利益 294 13.9% 300 11.1% +6 +1.9%

経常利益 290 13.7% 297 11.0% +7 +2.3%

当期純利益 215 10.2% 163 6.1% ▲52 ▲24.0%

事業機会を捉え、売上⾼の拡⼤を最優先
中⻑期成⻑を⽀える組織体制の強化と技術投資を継続
M&A戦略を積極的に実⾏し、既存事業と新規事業を共に推進
25/5期は繰越⽋損⾦の利⽤による課税所得の減少が無くなった結果、法⼈税等が増加し当期純利益が減少

EBITDA=営業利益＋償却費＋のれん償却費＋株式関連取得費⽤(仲介費⽤等)

再掲
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アイデミーの⼀気通貫⽀援とモデル

導⼊ ⽣成AI
活⽤研修

スキル
進捗確認

スキル
可視化

実践

プロジェクト
実装

⼀気通貫
モデル

でスキル進捗確認

毎年のアセスメントにより、組織でのリテラシー
レベルを定期的に確認し、必要に応じて適切な対
策を取ることが可能に。

導⼊

AI/DXに関する230講座のコンテンツを
活⽤してAI/DXリテラシーの向上にむけ
た学習。
パーソナルAIアシスタント「My Aide」
の活⽤で学習を⽀援。

でスキル可視化

⼈材のスキルを継続的に把握してDX推進の戦略
的な⼈材育成を実現

で実践

23

ビジネス
DX事業⽴案

デジタル業務改善

プログラミング

AIモデル開発

ローコードツール
業務プロセス

の⾃動化データ可視化

導⼊により
プロジェクト実装

AIモデル開発

DX推進

MI

画像検知

需要予測

画像診断

異常検知

故障予知

リスク算定

×⽣成AI

LLM RAG構築

⽣成AI Q&A実装 ⽣成AIマーケティングツール

対話型チャット



© 2024 Aidemy Inc. All rights reserved. 24

基礎リサーチで得られた知⾒を活かし、新たなAIコアモジュールを開発し、Modeloyソリューションとして
提案。さらにこれらモジュールをベースに横展開可能なパッケージソフトウェアを作成することで、より低
廉な価格でAIサービスの提供が実現する仕組みを構築する

サービスの全体像

LLM（RAG)
モジュール

LLM
品質管理

モジュール

画像による
不良品検知
モジュール

材料開発
(マテリアルズ

インフォマティクス)
モジュール

⾃然⾔語処理
モジュール

市場予測
需要予測

モジュール

データサイエンティストによる最新AI動向のリサーチ等の基礎リサーチ活動

パッケージ
ソフトウェア

AIコア
モジュール

基礎
リサーチ

Aidemy Business
⽣成AIサポート機能

My Aide
Lab Bank AI材料開発クラウド

⽣成AI分野 従来型AI（ディープラーニング、機械学習…etc）分野
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成⻑戦略

25
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創業以来、AI領域を中⼼に事業に投資し続けた結果、新たな変化を継続的に⽣み出し成⻑を続けている
サービス別業績推移

2017年9⽉

①AI/DXリスキリング
事業開始

①AI/DXリスキリング事業

②AI/DXプロダクト事業

③AI/DXソリューション事業

※ ③AI/DXソリューション事業の図中に掲載の「fact-real」および「まぼろし」は、該当事業に属する⼦会社の社名
※ ファクトリアル社は24/5期第4四半期より業績取込

24/5期23/5期22/5期18/5期 19/5期 20/5期 21/5期

売上⾼

2018年7⽉

2017年9⽉
①AI/DXリスキリング
事業開始

②AI/DXプロダクト
事業開始

③AI/DXソリューション
事業開始

2020年4⽉

再掲
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⽣成AI

事業拡⼤

M&A

②・③成⻑が期待される
⽣成AIサービスの開始と案件拡充に

対応できるよう組織の構築

Aidemy Practiceにて⽣成AI研修の
提供とラインナップ順次拡⼤予定
ModeloyにてLLM 関連の案件を社
内受託できる体制の構築を進め、少
しずつ案件が進⾏中

先端技術に関する体験会の実施や案件
対応に向け相互のナレッジの共有
業界・テーマ別の提案を実施し

企業のAI実装本格化⽀援

Aidemy Grand Summit開催により
取引企業間での事例共有や、ワーク
ショップを開催し、本イベントをフ
ックに新規案件の獲得や複数のプロ
ジェクトが進⾏中

AI/DXソリューションの
デリバリー能⼒の拡充、⼈材確保

まずはここをメインとするも、案件次第で
はAI/DXプロダクトへも注⼒

ファクトリアル、まぼろしにおいて
PMIの進捗は順調で第1四半期は体
制を整えることに注⼒した
第2四半期以降でパイプラインをク
ロージングし、受注量を増やしてい
くことに注⼒していく

27

さらなる成⻑に向け、さまざまな⾓度で投資を継続
主な取り組み

③AI/DXソリューション事業

③AI/DXソリューション事業

②AI/DXプロダクト事業

③AI/DXソリューション事業

②AI/DXプロダクト事業

第1四半期の取組内容進捗



© 2024 Aidemy Inc. All rights reserved.

中⻑期の⽬標 追い⾵ 注⼒ 進捗 第1四半期振り返り

個⼈のキャリア変⾰
のきっかけを⽀援

国が率先してリスキリング
に予算を投下

リスキリングとキャリア
カウンセリングを通じた
転職⽀援

⽣成AI活⽤講座等の開発、キャリア
⽀援拡充を準備し、第2四半期以降で
収益化

AI/DX⼈材育成の
パイオニアとして
業界No.1を⽬指す

エンタープライズ企業にと
どまらず、中⼩企業や地⽅
⾃治体でも⼈材育成ニーズ
が増加

•エンタープライズ企業へ
継続的アプローチ
•中⼩企業、地⽅⾃治体への
新規営業

• 講演・イベントで得た新規リード先にア
プローチ開始と⽣成AIの活⽤提案中

• 既存顧客の紹介や、営業を通じて中⼩企
業や、地⽅⾃治体にアプローチ開始

AI/DXを⽤いた
事業変⾰を実現

エンタープライズ企業で
AI/DXで結果を出すため
継続的なDX投資が加速

M&Aによる⼈材の確保や
提供可能なソリューションの
拡充

2024年6⽉25⽇付けまぼろしを⼦会
社化。さらに盤⽯な組織体制を構築

⼀つの事業として
切り出せる規模へ

成⻑を模索

GX(Green Transformation)
や
材料業界でのAI活⽤など
⾮常に⾼いテーマの注⽬度

顧客提案を続け、
エンタープライズ企業の別⾨
からの予算獲得

• 2025年初頭に、GX×⽣成AI分野のSaaS
の新プロダクトをローンチ予定

• 7⽉に「グリーン⼈材開発協議会」設⽴

28

セグメント別の中⻑期的な戦略とその進捗

②

③

①

新規事業

様々な⾓度で、未来への種まきを着実に実⾏
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プロダクト
領域

ソリュー
ション
領域

29

先端技術テーマを軸にしたプロダクトを新規開発することで顧客との関係性を構築し、
ソリューションの領域でのプラクティスを横展開しながらラインナップを拡⼤

先端技術を活かすプロダクト、業界別ソリューションという軸で、サービスラインナップを順次拡充

AI/⽣成AI/デジタル技術関連

GX/サステナビリティ関連

Aidemy Business Aidemy Practice DPAS

Aidemy GX

先端技術テーマを常にソーシングし、
拡⼤しうる兆候をウォッチ

化学・素材分野

機械・⾃動⾞分野

業種業界をまたいで横展開しながら拡⼤
各業界ごとに
ベストプラクティスを確⽴し、
サービスラインナップを拡充

新素材の
探索

素材の
性能予測

市場予測・
需要予測

画像を⽤いた
検査・測定
プロセスの

⾃動化
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⽇本の労働⼈⼝減少に対応するAI/DXと⽣成AIの役割

出典：みずほ総合研究所 https://www.mizuho-rt.co.jp/publication/mhri/research/pdf/insight/pl170531.pdf
出典：⼀般社団法⼈ 電⼦情報技術産業協会報道資料2023年12⽉21⽇ https://www.jeita.or.jp/japanese/topics/2023/1221-2.pdf

⽇本の労働⼈⼝は2025年から2065年にかけて約36%減少する⾒込み。
今後も、労働⼒の減少が避けられない中での⽣産性の⼿段として、⽣成AI/AI技術が位置付けられる⾒通し
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Modeloyサービスの導⼊事例

⽀援実績：クニミネ⼯業株式会社様

品質保証業務の効率化に関する共同研究を⽇本粘⼟学会で発表

課題

メチレンブルー吸着量測定において、測定⽅法が⽬視判定であるため、
複数⼈による判定結果の平準化と作業効率が課題

ü これまで⽬視で⾏っていた判定試験に対し、Modeloyで画
像解析モデルを開発し、⾃動化を実現

ü 複数⼯場での判定作業の平準化と熟練技術の継承が可能に

ü 画像解析モデルを複数の⼯場で使⽤できるよう、クラウド
を活⽤し、各⼯場で検査アプリの有⽤性について現場検証
をスタート

ソリューション

プレスリリース https://aidemy.co.jp/news/14676/

画像による不良品検知
モジュール
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⽣成AIを活⽤したサービスの事例

4週間集中型の⽣成AI特化ブートキャンプ「⽣成AI活⽤塾」を新規開講
「⽣成AI活⽤塾」は、個⼈を対象にした4週間集中型の⽣成AIに特化し
たブートキャンプで、⽣成AIの実践的なスキルを短期間で習得できる
プログラム。正しい知識とスキルを習得することでその⼒を最⼤限に
引き出し、業務の効率化や創造性の向上に加え、データ分析やコンテ
ンツ⽣成など、多様な分野での応⽤⼒を強化し、即戦⼒として活躍で
きる⼈材の育成を⽬指す

サービス利⽤前 サービス利⽤後

AI活⽤の知識が曖昧で、具体的にどのように
業務に活⽤できるか不明

⼿作業が多いため、業務効率が上がらない

チーム内でのAI活⽤が進んでおらず、
組織全体の⽣産性が上がらない

⽣成AI活⽤の具体的な活⽤⽅法を習得し、
実際の業務に応⽤できるスキルを獲得

⼿作業が減り、業務効率が向上する

チーム内でのAI導⼊が進み、組織全体で
⽣産性の向上と新たな価値創造が可能

プレスリリース https://aidemy.co.jp/news/14658/

LLM(RAG)
モジュール
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⽣成AIを活⽤したサービスの事例

⽀援実績：Chat GPT 研修⽀援
⾷品メーカー企業向けに⽣成AI基礎研修を提供予定。
本研修では業務改善の基本的な考え⽅を理解した上で、業務上の⽣成AI活⽤事例を
ハンズオンを通じて体得し、⽣成AIを使いこなせる⼈材の育成や組織を⽀援する

受注背景 成果イメージ
業界全体でDX（デジタルトランスフォーメーション）推進の必要性が⾼まる中、
特に⽣成AIおける活⽤スキル不⾜が課題となっていたことが挙げられます。最新の
技術を習得し、⾃社の競争⼒を強化するための具体的な施策を模索されおり、当社
の研修は実務に即したアジェンダを提供する点で⾼く評価され、クライアントのニ
ーズに合致し今回の導⼊決定に繋がりました。

• 業務改善の基本的考え⽅を理解し、現状の業務状況を整理する
• 多数の活⽤事例を元に、⽣成AIの業務への応⽤⽅法を理解する
• ブレインストーミングを通じて、⾃部⾨での活⽤アイデアを明確化する
• 部⾨での⽣成AI活⽤を推進するための｢業務活⽤計画書｣を作成する

1. 業務改善の基本的な考え⽅
• ⽣産性とは何か
• ⽣産性向上には「増やす」と「減らす」が必要
• 全ての業務を洗い出す
• 業務改善の4つの⽅向性を決める

2. Chat GPT（復習）
• 利⽤⽅法と活⽤のコツ
• ⽣成AIの得意なこと、苦⼿なこと
• ⽣成AI活⽤時のリスクコントロール 等

3. ⽣成AI業務活⽤事例の紹介と実践ハンズオン
• プレスリリースなどの⽂章作成
• 情報収集＆リサーチ業務
• 企画書、提案書の作成
• 顧客ニーズの理解
• テレアポ⽤トークスクリプトの作成 他

研修プログラム

前半時間

後半時間

3. 最終ブラッシュアップ
• 全体共有と講師からのアドバイス
• アドバイスをもとにしたブラッシュアップ
• ⾃⾝の「⽣成AI活⽤宣⾔」と意気込みの共有
• 振り返りと質疑応答

2. 業務活⽤を具体化するための
グループワーク
• 現状の業務の流れ(AsIs)を可視化する
• あるべき姿(ToBe)を描く
• ⾃部⾨での｢業務活⽤計画書｣を作成する

1. ⾃部⾨での活⽤アイデアの
ブレインストーミング
• アイディエーションの技法と実践のコツ
• グループでのブレインストーミング実践
• 全体共有と講師からのアドバイス

LLM(RAG)
モジュール

概要
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⽣成AIを活⽤したサービスの事例

⽣成AIによるサステナビリティに関する
アンケート回答案作成・業務効率化

サステナビリティの取り組みに関する社外からの膨⼤なアンケートに対して
適切な回答が導出できるか、実データを⽤いて機能検証中

GX×LLMプロジェクト事例

回答 出⼒欄質問 ⼊⼒欄

LLM(RAG)
モジュール
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アイデミー顧客の膨⼤なDX予算の獲得率を⾼めるため、Modeloyのデリバリーパートナーになりえる開発会
社（WEB制作会社等）やエンタープライズ向けプロダクトを保有する会社をM＆Aのターゲットとして、
ソーシングを開始

M&Aによる⾮連続的成⻑

世界を代表する
エンタープライズ顧客

アイデミー顧客の膨⼤なDX予算
⻑期継続顧客

132 社
推定DX予算※

15 億円/社
全体予算規模

1,980 億円（推定）

強い信頼関係

②AI/DXプロダクト事業
「Aidemy Business」

③AI/DXソリューション事業「Modeloy」

⼈材育成

新たなAI/DXプロダクト

エンタープライズ向け
プロダクト保有企業

WEBアプリケーション
制作会社 AIスタートアップ

WEBデザインファーム SIer WEB制作

M&A
ターゲット

川下

川上

顧客の
バリューチェーン

⼈材育成を⼊り⼝にして様々なプロダクトや
ソリューションをクロスセルできるオポチュニティ

膨⼤なDX予算の
獲得率を増やす

Modeloyのリソースの確保 新たなプロダクトの獲得

※ 顧客企業の売上⾼の中央値（1,500億円）、売上⾼に占めるIT予算⽐率の中央値（1.0％、;⼀般社団法⼈ ⽇本情報システム・ユーザー協会（JUAS） 企業IT動向調査報告書 〜ユーザー企業のIT投資・活⽤の最新動向（2020年度調査）） より当社推測
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⾼成⻑な需要が⾒込まれるAI/DXソリューション（Modeloy）のデリバリー能⼒の拡充
M&A戦略の実⾏

エンタープライズ企業の ⼤型 Web サ
イトの企画から構築・運⽤まで⼀気通
貫したサービスを提供

連結取込⽇ 2024年1⽉1⽇

株式会社ファクトリアル
Webクリエイティブ事業および
Webアプリケーション構築事業

株式会社まぼろし

連結取込⽇ 2024年6⽉25⽇

2024 年6⽉25⽇付で発⾏済株式の 70%を取得し、連結⼦会社化
第1四半期決算から貸借対照表、第2四半期決算から損益計算書
に取り込む。

（単位：百万円） 21/12期 22/12期 23/12期

売上⾼ 304 284 297

営業利益 0 22 40

（単位：百万円） 21/7期 22/7期 23/7期

売上⾼ 201 204 204

営業利益 31 29 21

2024 年1⽉4⽇付で発⾏済株式の80%を取得し、連結⼦会社化
第3四半期決算から貸借対照表、第4四半期決算から損益計算
書に取り込む。

25/5期も概ね業績は計画通り進捗しており、
営業利益はのれん償却費を上回る⾒込み

25/5期 第1四半期で株式取得費⽤発⽣
第2四半期以降、営業利益はのれん償却費を上

回る⾒込み
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ca
AI/DXソリューションModeloyを軸に既存事業の成⻑を⽬指し、

クロスセルによって顧客売上単価を上げニーズに対応する⼈材を確保１

37

ca
M&Aの実施とそのシナジー効果によって⾮連続的成⻑を実現するため、
⼈材の確保を⽬的とするM＆Aを実⾏し、⾼い成⻑速度を維持2

ca
営業施策の強化によって事業提案機会を増やし、
直近はクロスセルを加速するため営業組織を横軸化3

M&Aと事業成⻑による成⻑シナリオ
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新規顧客の獲得は将来の売上を獲得する重要な要因と位置づけ、組織の営業体制強化により新規顧客数の拡
⼤とクロスセル獲得による安定的な積み上げ型成⻑を⽬指す

新規顧客獲得に向けた営業施策の強化

営業組織の横軸化

効率的なコミュニケーション
部署間の壁を取り払い、情報共有がスムーズになることによる迅速な意思決定の実現１

柔軟な対応⼒
各部署が連携して動くことで市場や顧客のニーズに対して柔軟な対応と、変化にも迅速に適応が可能

顧客満⾜度の向上
顧客への対応を迅速に、かつ複雑なニーズに対しても⼀貫した対応が可能

シナジー効果の創出
各部署が協⼒することで、相乗効果が⽣まれ、新しいビジネスチャンスやイノベーションが促進4

3

2
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中⻑期成⻑イメージ

①AI/DXリスキリング事業

②AI/DXプロダクト事業

③AI/DXソリューション事業

成⻑フェーズ

2018年にプロダクト誕⽣以来、安定成⻑を続けるとともに、⾰新的な事業領域への投資を実⾏
更に新規事業領域の開拓を実⾏しながらビジネスの種を先⾏で育てる

2018年 2030年2024年

新規事業

顧客基盤の拡⼤
※ ③AI/DXソリューション事業の図中に掲載の「fact-real」および「まぼろし」は、該当事業に属する⼦会社の社名
※ ファクトリアル社は24/5期第4四半期より業績取込。まぼろし社の業績取込は25/5期第2四半期からを予定

再掲
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中⻑期で⼀つの事業柱として売上が伸びるよう、FY2025を種まき時期と位置づけ、
成⻑に向け組織の体制を整える

新たな事業領域の成⻑に向けて

l コンテンツの拡充
l プロダクト認知の拡⼤
・セミナー
・イベント

l クロスセルによるリード獲得
l Lab Bank認知の拡⼤
・デモ体験会
・イベント出展
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予算
1,2兆円

予算
150兆円

2023年は改正省エネ法の施⾏やGX関連法案の成⽴など、
2050年カーボンニュートラルの達成に向けた動きが活発化。
官⺠協調でGX投資を進める等、環境問題へ注⽬が集まっており、
GX⼈材育成への需要は今後益々⾼まる事が⾒込まれる。

41

Aidemy GX市場

10年

• 脱炭素社会の実現に向けて、今後150兆円超のGX投資が必要で、政府はその呼び⽔として国債「GX（グリーントランスフォ
ーメーション経済移⾏債」を発⾏し10年で20兆円規模を投じる。官⺠協調で150兆円超のGX投資実現を⽬指す。

• 環境省は国内全体の脱炭素化推進に向け、専⾨的な知識を備えたアドバイザーを育成していく観点から「脱炭素アドバイザー
資格制度の認定制度」を開始。23年9⽉末に５つの事業者が初の認定となった。

出所：財務省HP https://www.mof.go.jp/zaisei/subject/subject-02.html

再掲
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マテリアルズ・インフォマティクス（MI）※1の活⽤によって化学メーカーを中
⼼とした現場での材料開発スピードが加速

「AI材料開発クラウド」 ベイズ最適化による逆推算機能をリリース

cazca

MI領域のSaaS型
新サービス

材料開発のためのデータ活⽤プラ
ットフォーム「Lab Bank」の提
供を開始

23年7⽉提供開始

「AI材料開発クラウド」を新規リリース

• ⽬標とする物性から配
合やプロセス条件を提
案し、実験サイクル数
を削減

• Lab BankやExcelなどに
蓄積した研究データを
活⽤可能

24年9⽉提供開始

逆推算実施後の画⾯イメージ。
ユーザーが予測結果を確認することができます。

※1 マテリアルズ・インフォマティクス（MI）：機械学習などの情報科学の活⽤により、材料の製造⽅法を予測するなど、材料開発の効率化を図る取り組み。ビッグデータやAIなどのデジタル技術の発展に伴い、膨⼤な実験データや論⽂を解析できるようになったことで注⽬を集めている。

材料開発
(マテリアルインフォマティクス)

モジュール
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TOPICS
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新取締役に執⾏役員CTOの清⽔俊博が就任

TOPICS

この度、取締役 執⾏役員 CTOとして就任いたしました清⽔
俊博は、複数の企業でVPoEを歴任し、2020年7⽉の⼊社以
降、技術戦略やエンジニアリングマネジメントにおいて卓越
した成果を上げてまいりました。

執⾏役員 CTOの清⽔が、取締役としてアイデミーの経営に
参画することで、そのソフトウェア・テクノロジーに関する
豊富な知識・経験を活かし、コア事業である⽣成AIやAI/DX
領域の拡⼤、ITエンジニア/データサイエンティスト組織の
拡充等の側⾯から、代表取締役 執⾏役員 社⻑ ⽯川聡彦を⽀
える右腕として、アイデミーの成⻑を牽引してまいります。
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株式会社まぼろしの株式を取得

TOPICS

エンタープライズ企業の ⼤型 Web 
サイトの企画から構築・運⽤まで

⼀気通貫したサービスを提供

昨今、顧客企業の求めるニーズが単なる⼈材育成に留まらず、AI/DXを活⽤して企業に変⾰をもたら
すAI⼈材の活躍にシフトする中、テクノロジー領域に深い知⾒を有する⼈材の確保が急務となってい
ます。

株式会社まぼろしは、Webサイトの新規構築、リニューアル、フロントエンドの実装のノウハウや技
術⼒に強みを持ち、協⼒体制を築くことで、AI/DX プロダクトの品質向上、AI/DX ソリューション 
Modeloy の案件拡充において強⼒なシナジーがあると⾒込んでいます。

さらに、当社およびまぼろしの技術⼒、知⾒、ノウハウを融合させサービスのデリバリー能⼒を⾼め
ることで、顧客の企業価値最⼤化に寄与しながら、当社グループ全体の技術⼒、収益性の向上や事業
拡⼤を⽬指します。
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APPENDIX 会社概要
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先端技術を、
経済実装する。

Mission

AIをはじめとした新たなソフトウェア技術を、
いち早くビジネスの現場にインストールし、

次世代の産業創出を加速させる。
それが、私たちアイデミーの使命です。

Value

技術リスペクト

好奇⼼ドリブン

変⾰メイカー
⾃らの変⾰を通じて、未来を進化させよう
他⼈と過去は変えられないが、⾃分と未来は変えられる。先端技術が新たに実装さ
れるうねりの最前線で、⾃らをリードすることから始めて、世界の変化を⽣み出そ
う。⾃分の変化や進化は、周りに伝播する。未知との遭遇によって新しい世界を創
造し、いち早く未来のポテンシャルを解放し、得られる豊かさを分かち合おう。

47© 2024 Aidemy Inc. All rights reserved.

⾃ら湧き出す好奇⼼でつながり、チームになろう
ありとあらゆるものへの好奇⼼が原動⼒。好奇⼼とは、⾃分から相⼿への好意の
ベクトルで、チームが強くなるための⼊り⼝である。好奇⼼を持って顧客に接
し、顧客を知ろう。そして、チーム、技術、トレンド、ありとあらゆる好奇⼼を
⼤事にしよう。そしてその好奇⼼を、新たなポテンシャルを⾒つける原動⼒にし
よう。

技術、技術者、そしてその魅⼒を広げる⼈を尊敬しよう
⼈々の課題を解決し、希望を広げ、幸せのために技術を極める全ての分野のエン
ジニアに感動する。技術そのものは、先⼈達の不断の努⼒の結晶であり、熱量の
原動⼒である。そんな技術の可能性を具現化する、技術者、そしてその技術を取
り巻く全ての⼈・チームを尊敬そして感謝し、アイデミーに関わるメンバーを相
互に信頼しよう。
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顧客⼈材のAI/デジタル技術に関する教育・育成⽀援を⾏い、DX実現に向けて顧客と伴⾛することで
AI/デジタルに関する知⾒をインストールし、DXに必要な変⾰を「内製化」を通じて徹底的に⽀援

アイデミーの提供価値

DX推進を成功させたいが、AI/DX⼈材が不⾜している
ため社内でイニシアチブを握って変⾰できず、なかなか
スピーディな改⾰が難しい

顧客課題
インサイト

お客様に対して
提供する価値

アイデミーが価値を
提供できる理由 AI/DXに関する理解を促しDX推進の⼟台ができるAwareness

リテラシーを問わず初⼼者から経験者まで底上げできるLiteracy
常にコンテンツがアップデートされているUpdate
コンサルタントがDXを実務で活かせるところまで伴⾛Consulting

DX推進において部分的・⼀時的なデジタル化ではなく、
AI/デジタル変⾰を続けるための組織能⼒や成功体験を提供
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会社名 株式会社アイデミー
証券コード：5577

従業員数

グループ全体で正社員約133名

94名
（外、臨時雇⽤者数39名、24/8末現在）

設⽴ 2014年6⽉

代表取締役 ⽯川 聡彦（Akihiko Ishikawa）

事業内容 AI/DXに関するプロダクト・
ソリューション事業

所在地
〒100-0004
東京都千代⽥区⼤⼿町1-2-1
Otemachi Oneタワー6F

44%

41%

15%

⼈員内訳

■ビジネス 44%
セールス、カスタマーサポート⼈員

■テクノロジー 41%
エンジニア、データサイエンス、
コンテンツ制作、コンサルティング
にかかる⼈員

■コーポレート 15%
管理部⾨にかかる⼈員

会社概要
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グループ会社概要

会社名 株式会社ファクトリアル

設⽴ 2000年4⽉

代表取締役 ⼭⽥ 晋也（Shinya Yamada）

事業内容
クリエイティブ事業及び 
Web アプリケーション構築事業

会社名 株式会社まぼろし

設⽴ 2008年11⽉

代表取締役 ⼩林 信次（Shinji Kobayashi）

事業内容
Web サイトやスマートフォンサイトの
制作実装等Web サイトに関わる業務

91%

3%6%

テクノロジー ビジネス
コーポレート

テクノロジー：29名
ビジネス：1名
コーポレート：2名

100%

テクノロジー ビジネス
コーポレート

テクノロジー：7名
ビジネス：0名
コーポレート：0名
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沿⾰

2014 2016 2018 2020 2022

起業〜黎明期 第⼀次成⻑期 第⼆次成⻑期

現在

チャレンジング期 変⾰・発展期

東京⼤学在学中、「AIを活⽤した
⽔処理施設の運転効率化」という
研究で触れた、AI技術の⾯⽩さと
期待から起業

• お弁当の宅配アプリの開発等、
⾊々な事業を⽴ち上げたり、
閉じたりの繰り返し。

• 2017年個⼈向けに
Aidemy Premiumリリース

• オフィス移転
（東京⼤学アントレプレナープラザ）

• 2018年 Aidemy Businessリリー
ス後契約企業数が毎⽉増加

• 2019年 CFO/COO/事業部⻑⼊社
• 経団連加⼊

• 2020年 8億円の資⾦調達にてダイキン⼯業などと資本業務提携
• 2020年5⽉ オフィス移転（神⽥）
• 2020年7⽉ AI/DXコンサルティング型の⽀援サービス

Modeloyリリース

• 2023年2⽉オフィス移転（⼤⼿町）
• 2023年6⽉東証グロース市場上場
• 2023年 Aidemy GXリリース
• 2023年組織体制の構築に先⾏投資
• 2024年1⽉ ファクトリアル⼦会社化
• 2024年6⽉まぼろし⼦会社化
• 2024年 ⽣成AIの取組み加速
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APPENDIX インベストメント・ハイライト

52



© 2024 Aidemy Inc. All rights reserved.

1 急速に成⻑するAI/DX市場で⾼いニーズ
企業のAI/DX内製化推進に伴い、事業成⻑を加速

53

インベストメント・ハイライト

2 広⼤なTAMへのアクセス
プロダクト導⼊を⽪切りに、⾼付加価値コンサルティング事業へ拡⼤

4 先端技術の研究開発体制
⽇進⽉歩で変わる技術をキャッチアップし、サービス提供に活かす組織

5 魅⼒的な顧客基盤
継続性の⾼いビジネスモデルによって構築された、強固な顧客基盤

3 唯⼀無⼆のポジショニング
従来型のAI/DXベンダーと差別化された⼀気通貫のビジネスモデル
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急速に成⻑するAI/DX市場で⾼いニーズ

caデジタル⼈材の不⾜
デジタル技術を利活⽤してプロジェクトを推進していく⼈材が不⾜
各企業は⾃社内での⼈材活⽤を最⼤化させられるか、⼈材の育成から実運⽤ま
で各フェーズに応じた取り組みが必要とされる。

caDXの浸透による
企業の投資加速

「DX」がさらに浸透し、ChatGPTなどの⽣成AIの技術が急成⻑
⽣成AI技術の活⽤は企業の持続的な成⻑の実現や、価値の向上に繋がる重要な
要素となり、2024年はこれら領域への投資がさらに加速することが予想される。

ca伸びる
リスキリング市場

国策として、リスキリング⽀援に5年間で1兆円を投じる
経済産業省は、企業に対して⼈材を企業成⻑の源泉となる「資本」として捉
え、 その価値を最⼤限に引き出す「⼈的資本経営」で中⻑期的な企業価値向上
につなげるようリスキリング⽀援に5年間で1兆円を投じる等取り組みを実施し
ている。

1
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様々な分野で活⽤が期待されるため市場は急速に拡⼤中
AI/DX市場規模

約0.15兆円
(2020年度)

0.5兆円
CAGR＋25.5% 
(2025年度予測)

AI/DX市場規模
⽣成AI

⾃然⾔語処理

画像認識

⾳声認識

異常検知

エッジAI

データ出所：DX市場の動向は投資⾦額ベース、AIシステム市場の動向はエンドユーザー⽀出額ベースにて算出

1
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DXに取り組む企業の
約7割※は

内製化を進めている
その他

進めていない

無回答

n=821

企画・設計など、
上流の内製化を
進めている

41.9%

プログラミング⼯程
を含めた全体⼯程の
内製化を進めている

25.2%

※調査対象 IT⼈材⽩書2020（ https://www.ipa.go.jp/files/000085256.pdf）図表 ユーザー企業の社内にITのスキルを蓄積・強化するための内製化状況【DX取り組み別】 

ビジネスの素早い変化への対応、
⾃由度、コスト削減の観点から、

内製化が必要

1 急速に成⻑するAI/DX市場で⾼いニーズ

https://www.ipa.go.jp/files/000085256.pdf
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AI/DX市場の急成⻑に伴い、企業のAI/DX内製化ニーズは引き続き拡⼤すると予測

当社では、AI/DXプロダクト及びAI/DXソリューションにおいてコアなターゲット領域と位置づけているエンタープライズ企業数（従業員1,000名以上に該当する約4,000社、当社定義）とそれら
顧客企業の売上⾼の中央値（1,500億円）、売上⾼に占めるIT予算⽐率の中央値（1.0％、※1）、内製化率（70％、※2）から約4.2兆円を初期的な市場規模（TAM、※3）と想定。
また、TAMのうち、当社がターゲットとしている市場規模（SAM、※4）は、IT予算全体に占めるDX関連予算は23.3％（※5）であり、SOM（※6）は、コアなターゲット領域と位置づけている
顧客企業数（4,000社）、内製化率、当社の1社あたり最⼤売上⾼5,000万円を元に想定。

SOM
1,400億
円

(4000社×70%×5,000万円)

SAM
9,800億
円

(TAM×23.3%)

TAM

4.2兆円
(4000社×70%×1,500億円×1.0%)

※1 ⼀般社団法⼈ ⽇本情報システム・ユーザー協会（JUAS） 企業IT動向調査報告書 〜ユーザー企業のIT投資・活⽤の最新動向（2020年度調査）
※2 IT⼈材⽩書2020、調査対象：業界団体（ JUAS、JEITA）の会員企業 /地域の業界団体の会員企業/⺠間データベース登録企業（情報システム部⾨）
※3 TAMはTotal Addressable Marketを表し、あるサービス・プロダクトにおいてさまざまな条件が満たされたときに実現する最⼤の市場規模を意味しています。このため当社が掲載するTAMの数値は当社が本書提出⽇現在で営む事業に係る客観的な市場規模を⽰すものではありません。
当社グループの提供する各種サービス・プロダクトのTAMは、外部の統計資料や公表資料を基礎として、当社社内の事業進捗や知⾒に基づく⼀定の前提を⽤いて当社が推計した⾦額であるため、⾼い不確実性を伴うものであり、今後実際に実現する市場規模は⼤きく変動する可能性
があります
※4 SAMはServiceable Available Marketを表し、TAMの中でターゲティングした部分の市場規模を意味しています。
※5 ⼀般社団法⼈ ⽇本情報システム・ユーザー協会（JUAS） 企業IT動向調査報告書 〜ユーザー企業のIT投資・活⽤の最新動向（2019年度調査）より、IT予算に占めるバリューアップ予算の割合をDX予算として想定
※6 SOMはServiceable Obtainable Marketを表し、実際に商品・サービスを市場に投⼊したときに、実際にアプローチして獲得できるであろう市場規模を意味しています。

急速に成⻑するAI/DX市場で⾼いニーズ1
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導⼊ハードルの低いデジタル⼈材育成を起点に顧客接点を獲得し、ソリューションへ繋げていく戦略的アプ
ローチで広⼤なTAMへ効率的にアクセス

広⼤なTAMへのアクセス

• プロダクトを⼊り⼝とすることで、顧客側が導⼊判断をしやすい（顧客の新規取引のハードルが低い）
• プロダクト先⾏型のため、当初から顧客との⻑期接点がもてる
• プロダクト提供下で顧客課題を蓄積できるため、営業が容易になり、ビジネスがスケールしやすい

プロダクト先⾏型の
メリット

顧客に対するサービス提供のイメージ
プロダクト
導⼊

顧客課題
把握

導⼊が
⽐較的容易

顧客との⻑期接点

ソリューション提供

効率的なソリューション提供

新規プロジェクト

プロダクト
先⾏型

多様で幅広い顧客接点
230以上のAI/DX関連の幅広
いラーニングコンテンツ
オンライン×リアルで
顧客獲得が⽐較的容易

Point 1

Point 2

TAM 4.2兆円へアクセス

• DX推進を成功させたいが、DX⼈材が不⾜しているため内製化が困難
• 内製化できないと、スピーディに変⾰させることが難しい

顧客課題
インサイト

• プロダクトを起点にしたデジタル⼈材育成
• 育成した顧客側⼈材をコアにして伴⾛型で⽀援当社提供サービス

2
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顧客のデジタル⼈材育成からスタートし、顧客の⼈材とともにDX内製化を推進
最上流フェーズの⼈材育成分野で多種多様なコンテンツを既に揃えており、後発参⼊が難しい

唯⼀無⼆のポジショニング3

AI/DX
実現の上流

AI/DX
実現の下流

顧客 アイデミー

継続的なコンサルティングサービスで
DX内製化を⼀気通貫で⽀援

AI/DX最上流の「⼈材育成」で顧客との信頼関係を構築

Aidemyは顧客のDX課題の深部まで関わることで連携を強化
DX内製化を実現し、顧客社内にデジタル知⾒をインストールするため
ブラックボックス化せず顧客満⾜度が⾼い

従来型のAI/DXベンダー・SIer

AI/DXを実現しても顧客社内でイニシアチブ
を持って開発が進まず、顧客側の関与は限定
的で、仕組みがブラックボックス化しやすい、

顧客に知⾒が残らないという懸念

提供無し

⼈材育成

テーマ選定

PoC開発※

運⽤

コンサルティングファーム等が主導し、
実現可能性の低いテーマが

選定される可能性

AIベンチャー等が主導し、
現場不在の試作品ができる可能性

現場で使われず、結果PoCの実運⽤が
進まない可能性

Aidemy Businessで
育った社内⼈材が
上流から下流まで

プロジェクトを進⾏

Modeloyを通じて
プロジェクトを⽀援

※ 「Proof of Concept」の略。概念実証。新たなアイデアやコンセプトの実現可能性やそれによって得られる効果などについて検証すること。事前に検討したアイデアやコンセプトの実現可能性を⾒極め、期待した効果が得られると判断できれば実プロジェクトを進めていくことになる。
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AI/DXプロダクトとAI/DXソリューションが相互にシナジーを発揮することで、DXの進化と顧客ニーズにあ
ったプロダクトをスピーディーに開発

唯⼀無⼆のポジショニング3

両輪として相互にシナジー

• 教育・研修内容から顧客の課題を把握
• ⼈材育成から顧客DX開発フェーズでの

的確なコンサルティングへ移⾏

• コンサルティングで得たノウハウをプロ
ダクト開発、既存コンテンツ拡充に還元
する好循環を創出

• 業界課題を把握した新規プロダクト開発

コンテンツ

AI/DXプロダクト

顧客のデジタル⼈材育成を⽀援
230コース以上のラーニングプロダクト

コンテンツ
コンテンツ

新規プロダクトを開発・横展開
新規プロダクト
新規プロダクト

AI/DXソリューション

プロダクトで育成した顧客⼈材
とともに顧客のDX内製化を⽀援

顧客⼈材 アイデミー⼈材

DX化プロジェクトチーム

• 顧客に伴⾛しながらDX内製化を実現
• 開発による知⾒の蓄積
• 業界課題の把握
• 顧客との強い繋がり
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先端技術を
提供

⾼度な技術⼒を有する外部パートナー※

分野の⼀例：AI、機械学習、⾃然⾔語処理、データサイエンス / Python、R、Ruby、 
java  / AWS、Azure / ⾼等数学、確率統計 / ITコンサルティング、アプリ開発、アジ
ャイル開発 / イントレプレナー、オープンイノベーション、デザイン思考、等

多様なバックボーンを有する当社⼈材

⼤⼿コンサルティング会社出⾝、
AI/DX領域開発の経験者、精通したエンジニア、

データサイエンティスト等
(PwC、IBM、電通、ドワンゴ、サイバーエージェント、リク

ルート、Indeed …etc)

コンサルタント エンジニア

業界最先端の知⾒を有する当社の
東京⼤学アドバイザー陣

川越 ⾄桜

東京⼤学⽣産技術研究所機
械・⽣体系部⾨准教授

（専⾨分野）
教育⽤インターフェースの
開発と実践/デジタルコン
テンツ開発 /最先端⼯学研
究を題材とした 新しい
STEAM教育プログラムの
開発と実践/評価のための
データ分析・⼿法の開発/
科学技術リテラシー向上に
対する取り組みの学術的体
系化

⽊下 裕介

東京⼤学⼤学院⼯学系研究
科精密⼯学専攻准教授

（専⾨分野）
製品ライフサイクル設計/
持続可能社会シナリオ設計
/デジタルトリプレット/サ
ステナブルデザイン/概念
設計⽀援/ライフサイクル
⼯学

約60名の各分野の講師陣が在籍

61

多様な経験を有する⼈材、⾼い技術⼒を有するパートナー、豊富な知⾒を有する専⾨⼈材によって先端技術
を反映したコンテンツ提供や伴⾛型のコンサルティングサービスを提供可能。

先端技術の研究開発体制4

※ 外部パートナーとは、当社と業務委託契約を締結した個⼈・法⼈。23年2⽉末時点の⼈員数を記載。
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エンタープライズを中⼼に幅広い業界にリーチしており、強固な顧客基盤を有する

取引中の企業様例
過去12ヶ⽉の顧客企業数 252社（2023年5⽉末）

魅⼒的な顧客基盤5
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顧客企業はデジタル⼈材育成からデジタル変⾰の実現までの⼀気通貫のサポートを評価
⻑期継続顧客数は順調に増加し、⻑期継続顧客⽐率は82%を占める

魅⼒的な顧客基盤5

⻑期継続顧客⽐率※

82%
(24年5⽉末時点)

AI/DXプロダクト AI/DXソリューション

A社

B社

C社

提供サービスの
拡⼤

1社当たりの
取引⾦額の拡⼤

現在のニーズ 今後の可能性

現在のニーズ 現在のニーズ

現在のニーズ 今後の可能性

⻑期継続顧客企業数

55
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※ ⻑期継続顧客⽐率は、法⼈向け売上⾼のうち、4四半期以上連続で売上⾼を計上している企業の割合
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今後も共同プロジェクトを実施

64

Aidemy Businessを導⼊後、アカウント増加によるアップセル・Modeloyへのクロスセルに波及
資本業務提携により今後も共同プロジェクトの実施を計画

ダイキン⼯業株式会社様の事例

2018年11⽉〜現在
Aidemy Businessを導⼊し、
研究開発部⾨と取引が開始

2019年8⽉
シェアオフィスPoint0 
コンサルティングの実施

随時
Aidemy Businessの
アカウントの拡⼤

2020年12⽉
空調施⼯現場での業務プ
ロセス効率化のための
Webアプリケーションの
コンサルティングの実施

顧客の課題 ユーザーインパクト

AI/DX⼈材の
不⾜

新⼊社員/⼀般社員/管理職を対象に、時間
や場所に囚われず、⼤⼈数で低コストな⼈
材育成を実現

データ活⽤企画
の不⾜

シェアオフィスpoint0の各種センサーで収
集したデータを活⽤し、今後の設備改善⽅
針が確定

アジャイル実践
経験の不⾜

ダイキン・アイデミー共同でアジャイル⼿
法を⽤いながら新規プロダクトを開発し、
実際にローンチ

2020年1⽉
資本業務提携

AI/DXソリューションAI/DXプロダクト

1
2

3

1

2

3
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デジタル⼈材の育成を起点に、様々なコンサルティングプロジェクトを実施
今後は共同開発したプロダクトの素材メーカーへの展開、そして世界販売を計画

⽇本ゼオン株式会社様の事例

2020年9⽉〜現在
Aidemy Businessを導⼊し、
研究開発部⾨と取引が開始

2022年7⽉
初⼼者向けのPython
研修の実施 2022年7⽉〜現在

営業データ利活⽤のた
めのコンサルティング
を実施

顧客の課題 ユーザーインパクト

AI/DX⼈材の
不⾜

研究開発部⾨において、デジタル⼈材の育
成ニーズが強く、既存の研究員のリスキリ
ングを実現

実験データ管理
体制の未整備

開発や研究に関する実験データを構造化し
原材料の配合割合から製造結果を予測する
MIの基礎モデルを共同開発中

Pythonプログラム
を書ける⼈材の

不⾜

AIモデル等を継続的に改善するために必要
な⼈材を育成し、サービス開発後もアップ
デートできる組織体制を構築

営業データ分析の
ための属⼈的な
加⼯が多数存在

営業データをニアリアルタイムに集計し、
レポーティングを⾏うことで、より素早い
経営判断を実現

2022年12⽉
資本業務提携

AI/DXソリューションAI/DXプロダクト

2021年11⽉〜現在
研究開発データ利活⽤のための
コンサルティングを実施

開発したプロダクトの外販を今後計画

1

2

3

4

1
2

3
4
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Aidemy Businessを導⼊後、アップセルによって全社展開を実施。Modeloyにおいて⼯場内でのシステム内
製化⽀援、⽇本ゼオン社での経験・ノウハウをベースにしたMI分野のコンサルティングなどを実施

古河電気⼯業株式会社様の事例

2018年8⽉〜現在
Aidemy Businessを導⼊し、
研究開発部⾨と取引が開始

2021年4⽉〜現在
Aidemy Businessを
全社に展開

2022年12⽉〜現在
研究開発データ利活⽤
のためのコンサルティ
ングの実施

顧客の課題 ユーザーインパクト

AI/DX⼈材の
不⾜

研究開発部⾨において、AI/機械学習の技
術を効率的に習得し、後続プロジェクトを
牽引する⼈材を発掘

AIモデルの実運⽤
システム化の経験

不⾜

AIモデルを運⽤するために必要なIoT関連
のシステムインフラ知⾒を補完し、実証実
験を実現

全社のAI/DX
リテラシー不⾜

グループ内におけるAI/DXリテラシー向上
のため、効率的な教育基盤として活⽤

実験データ管理
体制の未整備

開発や研究に関する実験データを構造化し
原材料の配合割合から製造結果を予測する
MIの基礎モデルを共同開発中

2021年6⽉
資本業務提携

AI/DXソリューションAI/DXプロダクト

2020年7⽉
⼯場内での⽬視検査⼯程
のAI化に関するコンサル
ティングを実施

今後も共同プロジェクトを実施

1

2

3

4

1
2

3 4
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ユーザーエクスペリエンスの向上を⽬的として、ナビゲーションやデザインを改善。
レスポンシブデザインを採⽤し、スマートフォンやタブレットでも快適に閲覧いただけるようサイトを改修

IRサイトリニューアル実装完了

67

⼤企業の事業強化をAI実装等で⽀援！ 〜⼈
材育成⽀援を⼊⼝とするビジネスモデルが特
徴的〜

株式会社アイデミー ⽯川社⻑／【AI⼈材教育】
法⼈向けに移⾏後劇的に売上成⻑!(1/2)｜JSC 
Vol.565

【世界を変える30歳未満の30⼈】「Forbes 
30 Under 30 Asia 2021」アイデミー⽯川社⻑
が登場！今後●●⼈材育成はホットな市場に
なる/IT予算のアロケーションが変わる！？

当社のIRサイトを改修いたしましたことをお知らせいたします。
新しいIRサイトは、情報の透明性向上、ユーザーエクスペリエンスの向上、セキュリティ強化など、

より⼀層ステークホルダーの皆様にとって
使いやすく、信頼性の⾼い情報提供を⽬指して改修を⾏いました。

ご意⾒、ご感想ございましたらIR担当までご連絡ください。

株式会社アイデミー IR担当 お問い合わせフォーム：https://aidemy.co.jp/contact/?purpose=ir

https://www.youtube.com/watch?v=V8qJIIjem7M
https://www.youtube.com/watch?v=V8qJIIjem7M
https://www.youtube.com/watch?v=V8qJIIjem7M
https://www.youtube.com/watch?v=OOuaCmHlCRc
https://www.youtube.com/watch?v=OOuaCmHlCRc
https://www.youtube.com/watch?v=PHbygZjUMSc
https://www.youtube.com/watch?v=PHbygZjUMSc
https://www.youtube.com/watch?v=PHbygZjUMSc
https://www.youtube.com/watch?v=PHbygZjUMSc
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株式会社アイデミーは本年6⽉10⽇に創業10周年を迎えました。

10年に渡り事業を継続できましたことは、ひとえに皆様のご⽀援、ご愛顧の賜物と⼼より感謝申し上げます。
当社は私が東京⼤学在学中に「⼈々がより豊かな⽣活を送れる⽀援をする。」という理念のもと、2014年にGoods株式
会社※1として事業を開始しました。この理念を基軸に据えて事業を進める過程で、AIが持つ未来への可能性を社会によ
り⼀層浸透させることが、我々の⼤きな使命であると確信いたしました。そこで2017年に「AI」と「Academy」を組み
合わせた造語である「アイデミー」へ商号を変更いたしました。新たな社名には、“AIをより理解しやすくすると同時に
それを学び、活⽤するための場を提供することを⽬指す”という当社の理念が込められています。
当社では、個⼈向けサービスであるAidemy Premiumから法⼈向けサービスであるAidemy Businessへと発展させてい
く過程で、第⼀次成⻑期を迎えました。この期間に社員数も増え、提供サービスの幅も拡⼤を遂げてまいりました。⼈
員・提供サービスが充実していく過程で、顧客の企業価値を更に⾼めたいとの思いを踏まえ、従来の理念を「先端技術
を、経済実装する。」という更に具体的なものへと昇華させました。

創業から10年を振り返ると、当社組織の根幹には「挑戦」と「技術への感謝」の精神が深く根付いていることが窺われ
ます。多くの挑戦から得られた成果や技術の探求は、新たな技術の開発や事業創造に還元していくための基盤にもなっ
ています。
2000年初頭は第⼆次AIブームが下⽕となり、冬の時代と称された時代でしたが、遡ること1970年代にも同様の時代があ
りました。しかし、こうした時代にも先⼈たちの情熱と探究⼼によってAI技術の継承は途絶えることなく、新たな発展
の機会を迎え、現在は第三次AIブームの中にあります。時代の趨勢としてAI/DX化が進み、テクノロジートレンドを牽
引してきた「DX」がますます浸透・細分化しています。
⽣成AI技術の急速な発展もその⼀環であり、企業の持続的な成⻑や価値向上に不可⽋な要素として顕現しています。先
⼈たちより技術のバトンを引き継ぎ、我々が培った技術と知⾒を社会に還元していくことが私たちの重要な役割である
と考えます。さらに未知なる未来に向けて新たなる技術の礎を構築し、後世に伝承していく使命をも担っていきたいと
思います。この使命に向けて、当社の挑戦はこれからも続きます。
2023年6⽉の東証グロース市場への上場は、当社の第⼆次成⻑期を画する重要な節⽬となりました。多様化する顧客企
業の課題解決と次代を担う⼈材の育成にも注⼒し、この発展期を更に盛り上げてまいる所存にございます。
今後ともなお⼀層のご指導・ご鞭撻を賜りますよう謹んでお願い申し上げます。
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10周年のご挨拶

※1 個⼈に最適な商品を、毎⽇1つレコメンドするWEBサービスを開発し⾃社アプリを運営している会社。
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